
 

  持続可能な開発に向けた環境保護への取り組み 

～ マーシャル諸島 三者一体のエコツーリズムを目指して ～ 
 

マーシャル諸島共和国が提唱し推進している観光は、世界のトップレベルを誇る透き通ったキレイな海とそこを棲みかとする

元気な珊瑚たち、サンゴ環礁という世界でも稀な地域に暮らす人々、そして未だ手付かずの自然を守るため、マーシャル諸島

に暮らす人々（Local People）自然環境（Natural Environment）訪問者（Visitor）、この三者が一体となったエコツーリズムで

す。 

私たちはその方針に則り、三者との「共生」をキーワードにして、三者が一体となってマーシャル諸島の環境問題を学び、 

考え、そして自然環境を永続的に守っていくことのできる新しいスタイルのツーリズム、永遠に崩されることのない、より魅力のあ

るマーシャル諸島を築くことを目指しています。 

これらのコンセプトを浸透させていくために、私たちは自分の身の回りから行動を起こすことを念頭に置き、種々の取り組みを

実施しています。その一端をご紹介しましょう。 

まずは、この「共生」を支える力強いパートナーである３社の企業です。 

＊フェニック社 http://fenic.net/ 

＊ブレスト社 http://www.blest.co.jp/ 

＊ファイン社 http://www.fine-revolution.co.jp/syohin/f_syohin.html 

地球温暖化による影響からマーシャル諸島を守るために導入されたのが、フェニック社による「イオン・パワーシート」です。これ

は、ボートや車のエンジン（エアークリーナー）に、この特殊なシートを装着させることで、約 10～15％燃費を向上させ、さらに有

害排気ガスを低減させるという効果があります。現在でもツアーで使用するボートや車にはこのシートが装着されています。 

  

左中：燃費改質器を使用した、車とボート 右：イオン・パワーシート 

また、ブレスト社提供の「廃プラスチック油化装置」は、不要なプラスチックを元のオイルへと戻すことでゴミを捻出せず、CO2

削減に大きな役割を果たします。焼却処理施設のないマーシャル諸島の、深刻なゴミ問題解決のために導入されました。 

 
左：油化装置 右：観光客へ向けて油化装置の説明 

その他にも、日本マーシャル諸島国際友好協会から発案された、「エンマンくん」と呼ばれる環境キャラクターを、マジュロ島

内の主要ホテルに設置されているゴミ箱に記載し、日本から運ばれたゴミは日本に持ち帰ることにより、ゴミ問題改善へと力を

入れております。さらに・・・ 

 

左：ごみ箱 右：ごみ箱作成風景 

 

 



 

・バイオトイレ 

水を使用せず、オガクズを用いて（温度・水分・酸素を与えるだけ）糞尿を分解しそれを土に返すという仕組みのトイレ。

水環境問題や断水時における諸問題の解決に大きな期待が寄せられています。 

オガクズの交換は年に 2～3回でメンテナンスも簡単。バイオ分解されたオガクズは土壌肥料として使用できます。

 

  左：バイオトイレ 右：セレンディパーアイランド 

 

・生分解性エコシャンプー・リンス、歯ブラシ 

皆様の身近なところにも私たちの取り組みを感じていただくために、「生分解性シャンプー＆リンス」やファイン社の「エコット 

エコ歯ブラシ」を導入しています。歯ブラシは生分解性プラスチックを使用しているため、使用後はそのまま土に返ります。 

生分解性とは、シャンプー等の有機物が河川や海洋に流出した際、バクテリアによって分解され、水や二酸化炭素に分解さ

れる過程を数値で表した指標のことを指します。このエコシャンプーやリンスはマーシャル諸島の海や土壌への影響を低減しま

す。 

 

左：生分解性シャンプー＆リンス、歯ブラシ 右：生分解性アメニティ 

 

 

<Blue im Mouj(ブルーインモウジ)とは？> 

蒼く透き通った『マーシャルブルーといわれる海の色と、どこまでも続く白いサンゴの砂浜』をモチー

フに[[blue im mouj blue and white]]というタイトルが付けられました。マーシャル諸島は国の 99.9%
が海、残りの 0.1%が陸地です。海面は年々確実に上昇しておりその陸地も温暖化または浸食によって
水没する危機に直面しています。マーシャル諸島のシンボルカラーでもある「青と白」。この蒼い海と

白い砂浜を後世へも残し続けていきたいという思いから Blue im Moujは生まれました。 
Blue im Moujというコンセプトを通じて、現在地球が抱える環境問題を身近なものとして感じ取って
もらい、そして日常生活においても持続的に地球のことを考え行動していける意識醸成に貢献していく

ことを目的としています。 
 

Blue im mouj は、マーシャル諸島の環境保護だけでなく、経済

発展も含めた国家の持続可能な発展を応援する取り組みです。 

つまりその活動に参加する“協賛企業”も“支援企業”も、      

マーシャル諸島という国への貢献をしていることに繋がるので

す。そしてこの取り組みが、地球が抱える環境問題を解決する

ムーブメントにもつながると考えています。 

＜Blue im Moujは、マーシャル諸島共和国政府から公認を受けた活動です。＞  

 


